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序
記
　
国
土
成
生
の
伝
説

　
大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
大
地
震
及
び
地
震
の
た
め
に
発
し
た
る
大
火
災
に
遭
遇
し
て
、
吾
吾
日
本
人
は
世

界
の
地
震
帯
に
縁
取





ら
れ
、
そ
の
上
火
山
系
の
上
に
眠
っ
て
い
る
わ
が
国
土
の
危
険
に
想
到
し
て
、
今
さ
ら
な

が
ら
闇
黒
な
未
来
に
恐
怖
し
て
い
る
が
、
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
吾
吾
は
小
学
校
へ
入
っ
た
時
か
ら
、
わ
が

国
土
が
地
震
と
火
山
と
に
終
始
し
て
い
て
、
吾
吾
国
民
の
上
に
は
遁



れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
宿
命
的
な
危
険
が

口
を
開
い
て
待
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
日
本
歴
史
の
初
歩
と

し
て
学
ぶ
国
作
り
の
伝
説
で
あ
る
。

　
国
作
り
の
伝
説
は
、
「
古
事
記
」
や
「
日
本
書
紀
」
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
荒
唐
無
稽
な
神
話
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
わ
が
国
土
が
地
震
帯
に
縁
取
ら
れ
火
山
脈
の
上
に
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
合
わ
す

と
、
決
し
て
仮
作
的
な
伝
説
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
判
る
。
「
日
本
書
紀
」
に
は
、
「
伊
弉
諾
尊










、
伊
弉
冉
尊










、

天
の
浮
橋
の
上
に
立
た
し
て
、
共
に
計
り
て
、
底
つ
下
に
国
や
無
か
ら
ん
と
の
り
給
ひ
て
、
廼





ち
天



の
瓊
矛





を

指
し
お
ろ
し
て
、
滄
海
を
探
ぐ
り
し
か
ば
是



に
獲
き
。
そ
の
矛
の
鋒



よ
り
滴





る
潮
凝

り
て
一
つ
の
島
と
成
れ
り
。

※
馭
盧









島
と
曰
ふ
。
二
神
是
に
彼
の
島
に
降
居
ま
し
て
、
夫
婦
し
て
洲
国
を
産
ま
ん
と
す
。
便
ち
磤
馭
盧
島
を

も
て
国
の
中
の
柱
と
し
て
、
（
略
）
産
み
ま
す
時
に
な
り
て
、
先
づ
淡
路
洲
を
胞
と
な
す
。
（
略
）
廼
ち
大
日

本
豊
秋
津
洲
を
生
む
。
次
に
伊
予
の
二
名
洲
を
生
む
。
次
に
筑
紫
洲
を
生
む
。
次
に
億

岐

洲
と
佐
渡
洲
を
双
子
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に
生
む
。
（
略
）
次
に
越
洲
を
生
む
。
次
に
大
洲
を
生
む
。
次
に
吉
備
子
洲
を
生
む
。
是
に
由
り
て
大
八
洲
国

と
曰
ふ
名
は
起
れ
り
。
即
ち
対
馬
島
、
壱
岐
島
及
び
処
処
の
小
島
は
皆
潮
沫
の
凝
り
て
成
れ
る
な
り
。
亦



水
沫

の
凝
り
て
成
れ
り
と
曰
ふ
。
次
に
海
を
生
む
。
次
に
川
を
生
む
。
次
に
山
を
生
む
。
次
に
木
祖
句
句
廼
馳
を
生

む
。
次
に
草
祖
葺
野
姫
を
生
む
」
と
し
て
あ
っ
て
、
歴
史
家
は
こ
れ
を
日
本
民
族
が
日
本
島
国
発
見
の
擬
人
化

神
話
と
し
て
い
る
が
、
私
は
そ
れ
を
地
震
と
火
山
の
活
動
に
よ
る
土
地
の
隆
起
成
生
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
今
回
の
地
震
に
は
、
房
総
半
島
の
南
部
か
ら
三
浦
半
島
、
湘
南
沿
岸
、
鎌
倉
か
ら
馬
入






川
の
間
、
伊
豆
の
東

部
な
ど
は
、
土
地
が
二
尺
乃
至
三
四
尺
も
隆
起
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
西
海
岸
か

ら
ア
ラ
ス
カ
群
島
、
千
島
群
島
を
か
す
め
て
、
表
日
本
の
海
岸
に
沿
う
て
走
っ
て
い
る
世
界
最
大
の
地
球
の
亀

裂
線
、
専
門
家
の
い
わ
ゆ
る
外
測
地
震
帯
の
陥
没
か
ら
起
っ
た
も
の
で
、
元
禄
十
六
年
の
地
震
は
、
そ
の
地
震

帯
の
活
動
の
結
果
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
わ
が
国
は
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
外
側
地
震
帯
及
び
日

本
海
を
走
っ
て
い
る
内
側
地
震
帯
の
幹
線
に
地
方
的
な
小
地
震
帯
が
た
く
さ
ん
の
支
線
を
結
び
つ
け
て
い
る
う

え
に
、
火
山
脈
が
網
の
目
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
爆
発
に
因
る
地
震
も
非
常
に
多
く
、
従
っ
て
土

地
の
隆
起
陥
没
も
ま
た
多
い
。
天
武
天
皇
の
時
大
地
震
が
あ
っ
て
、
一
夜
に
し
て
近
江
の
地
が
陥
没
し
て
琵
琶

湖
が
出
来
る
と
共
に
、
駿
河
に
富
士
山
が
湧
出
し
た
と
い
う
伝
説
も
、
そ
の
間
の
消
息
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

安
永
八
年
の
桜
島
の
爆
裂
に
は
、
そ
の
付
近
に
数
個
の
新
島
嶼






を
湧
出
し
た
。
「
地
理
纂
考
」
に
よ
る
と
、

「
安
永
八
年
己
亥
十
月
朔
日
、
桜
島
火
を
発
し
、
地
大
に
震
ひ
、
黒
烟
天
を
覆
ひ
、
忽





ち
暗
夜
の
如
し
、
五
日

経
て
後
、
烟
消
え
天
晴
る
、
十
四
日
一
島
湧
出
す
、
其
翌
年
七
月
朔
日
水
中
に
没
す
、
是
を
一
番
島
と
言
ふ
、
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同
十
五
日
又
一
島
湧
出
す
、
是
を
二
番
島
と
言
ふ
、
俗
に
猪
子
島
と
称
す
、
己
亥
十
月
化
生
の
故
な
り
、
同
十

一
月
六
日
の
夜
、
又
一
島
湧
出
す
、
是
を
三
番
島
と
言
ふ
、
同
十
二
月
九
日
夜
、
又
一
島
湧
出
す
、
是
を
四
番

島
と
言
ふ
、
三
四
の
両
島
は
硫
黄
の
気
あ
り
、
因
て
俗
に
硫
黄
島
と
称
す
、
同
九
年
庚
子
四
月
八
日
、
二
島
相

並
び
又
湧
出
す
、
五
月
朔
日
に
至
つ
て
自
ら
合
し
て
一
島
と
な
る
、
是
を
五
番
島
と
言
ふ
、
今
俗
に
安
永
島
と

称
す
、
同
六
月
十
一
日
又
一
島
湧
出
す
、
是
を
六
番
島
と
言
ふ
、
同
九
月
二
日
又
一
島
湧
出
す
、
是
を
七
番
島

と
言
ふ
、
同
十
月
十
三
日
又
一
島
湧
出
す
、
是
を
八
番
島
と
言
ふ
、
後
七
八
の
両
島
合
し
て
一
島
と
な
れ
り
、

因
て
併
せ
称
し
て
六
番
島
と
言
ふ
、
（
略
）
炎
気
稍
退
き
、
五
島
全
く
其
形
を
成
す
、
即
ち
其
二
番
三
番
四
番

五
番
六
番
の
五
島
、
併
せ
て
新
島
と
名
づ
く
、
其
中
五
番
島
最
大
に
し
て
其
周
廻
二
十
町
、
高
さ
六
丈
な
り
、

草
木
発
生
し
、
水
泉
迸
出
す
、
於
是





寛
政
十
二
年
閏
四
月
、
島
（
桜
島
）
民
六
口
を
此
島
に
移
す
」
と
し
て
あ

っ
て
、
大
小
こ
そ
あ
れ
八
島
の
湧
出
し
た
こ
と
は
、
大
八
洲
成
生
の
伝
説
を
髣
髴






さ
す
も
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
う
し
て
シ
ナ
朝
鮮
の
大
陸
を
根
の
国
と
し
て
、
遊
ぶ
魚
の
水
の
上
に
浮
け
る
如
き
わ
が
日
本
の
国
土
は
成

生
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
共
に
こ
う
し
た
伝
説
の
下
に
成
生
し
た
国
土
に
は
、
一
番
島
と
背
中
合
せ
の
運

命
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
不
安
さ
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
天
武
天
皇
十
二
年
、
俗
に
白
鳳
の
地
震
と
言

っ
て
い
る
地
震
に
、
土
佐
の
田
苑
五
十
万
頃



が
陥
没
し
て
海
と
な
っ
た
と
い
う
伝
説
の
あ
る
な
ど
も
、
そ
れ
を

裏
書
し
て
あ
ま
り
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
一
　
斉
衡
元
暦
の
地
震
、
安
元
の
火
事
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日
本
の
地
震
で
最
初
に
文
献
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
、
「
日
本
書
紀
」
の
允
恭
天
皇
の
五
年
七
月
、
河
内

国
の
地
震
で
、
次
が
推
古
天
皇
の
七
年
四
月
の
大
和
国
の
地
震
で
あ
る
。
西
紀
は
河
内
の
地
震
が
四
百
十
六
年

で
、
大
和
の
地
震
が
五
百
九
十
九
年
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
で
大
和
の
地
震
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
と
見
え
て
、

「
書
紀
」
に
も
「
七
年
夏
四
月
乙
未
朔
、
辛
酉
、
地
動
き
、
舎
屋
悉
く
破
る
、
即
ち
四
方
に
令
し
、
地
震
の
神

を
祭
ら
し
む
」
と
言
っ
て
あ
る
。

　
日
本
の
地
震
は
允
恭
天
皇
の
五
年
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
約
千
五
百
年
間
の
歴
史
を
有
し
、
回
数
約
千
四
百

回
を
か
ぞ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
で
上
代
の
地
震
は
、
後
鳥
羽
天
皇
の
元
暦
文
治
の
こ
ろ
に
か
け
て

三
百
七
八
十
回
の
地
震
の
記
録
が
あ
る
が
、
そ
の
十
分
の
九
は
山
城
地
方
、
わ
け
て
京
都
が
そ
れ
を
占
有
し
て

い
る
。
そ
れ
は
文
化
の
中
心
地
と
し
て
記
録
の
筆
が
備
わ
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
京
都
の
地
震
で
天
長
四
年
七
月
に
起
っ
た
地
震
は
、
余
震
が
翌
年
ま
で
続
い
た
。
斉
衡
三
年
三
月
八
日

の
大
和
地
方
も
ひ
ど
か
っ
た
と
見
え
て
、
「
方
丈
記
」
に
も
「
む
か
し
斉
衡
の
比
か
と
よ
、
大
地
震









ふ
り
て
、

東
大
寺
の
仏
の
み
ぐ
し
落
ち
な
ど
し
て
、
い
み
じ
き
こ
と
ど
も
侍
り
け
れ
」
と
奈
良
の
大
仏
の
頭
の
落
ち
た
こ

と
を
記
載
し
て
あ
る
。
貞
観
十
年
七
月
の
地
震
は
、
京
都
と
い
う
よ
り
は
山
城
一
円
と
播
磨
と
に
跨
っ
て
い
た
。

元
慶
四
年
十
月
の
地
震
は
、
京
都
と
出
雲
が
震
い
、
同
年
十
二
月
に
は
、
京
都
付
近
が
震
う
た
。
仁
和
三
年
七

月
の
地
震
は
山
城
、
摂
津
を
は
じ
め
五
畿
七
道
に
わ
た
っ
た
大
地
震
で
、
海
に
近
い
所
は
海
嘯





の
難
を
被
っ
た

が
、
そ
の
う
ち
で
も
摂
津
の
被
害
は
最
も
甚
だ
し
か
っ
た
。
元
慶
元
年
四
月
の
地
震
に
は
、
京
中
を
垣
墻
悉
く
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破
壊
し
、
宮
中
の
内
膳
司
屋
顛
倒
し
て
、
圧
死
者
を
出
し
た
。
陰
陽
寮
で
占
わ
す
と
東
西
に
兵
乱
の
兆
が
あ
る

と
奏
し
た
。
天
慶
は
将
門
純
友
の
東
西
に
蜂
起
し
た
年
で
あ
る
。
貞
元
元
年
六
月
の
地
震
は
、
山
城
と
近
江
が

ひ
ど
く
、
余
震
が
九
月
ま
で
続
い
た
。
延
久
二
年
十
月
の
地
震
は
、
山
城
、
大
和
の
両
国
が
強
く
、
奈
良
で
は

東
大
寺
の
巨
鐘
が
落
ち
た
。
山
城
、
大
和
の
強
震
は
、
そ
の
後
寛
治
五
年
に
も
永
長
元
年
に
も
治
承
元
年
に
も

あ
っ
て
、
東
大
寺
に
災
し
て
ま
た
巨
鐘
を
落
し
た
。

　
元
暦
二
年
七
月
の
地
震
は
「
平
家
物
語
」
に
「
せ
き
け
ん
の
内
、
白
川
の
辺
、
六
せ
う
寺
皆
破
れ
く
づ
る
、

九
重
の
塔
も
、
上
六
重
を
落
し
、
得
長
寺
院
の
三
十
三
間
の
御
堂
も
、
十
七
間
ま
で
ゆ
り
倒
す
、
皇
居
を
は
じ

め
て
、
在
在
所
所
の
神
社
仏
閣
、
あ
や
し
の
民
屋
、
さ
な
が
ら
皆
破
れ
く
づ
る
る
音
は
い
か
づ
ち
の
如
く
、
あ

が
る
塵
は
煙
の
如
し
、
天
暗
く
し
て
日
の
光
り
も
見
え
ず
、
老
少
共
に
魂
を
失
ひ
、
調
咒
こ
と
ご
と
く
心
を
つ

く
す
」
と
言
っ
て
あ
る
。
「
大
日
本
地
震
史
料
」
に
こ
れ
を
文
治
元
年
七
月
九
日
と
改
め
て
あ
る
。
こ
の
地
震

は
九
月
ま
で
余
震
が
続
い
た
。
区
域
は
、
山
城
、
近
江
、
美
濃
、
伯
耆
の
諸
国
に
跨
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
宇

治
橋
が
墜
落
し
、
近
江
の
琵
琶
湖
で
は
湖
縁
の
土
地
が
陥
落
し
、
湖
の
水
が
減
じ
た
ら
し
い
。

　
近
畿
以
外
の
地
で
は
、
天
武
天
皇
の
六
年
十
二
月
に
筑
紫
に
大
地
震
が
あ
っ
て
、
大
地
が
裂
け
、
民
舎
が
多

く
壊
れ
た
。
同
十
二
年
十
月
に
は
諸
国
に
地
震
が
あ
っ
て
、
土
佐
が
激
烈
を
極
め
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
白
鳳

の
地
震
で
、
土
佐
で
は
黒
田
郡
の
一
郡
が
陥
没
し
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
霊
亀
元
年
五
月
に
は
、
遠
江

国
に
大
地
震
が
あ
っ
て
、
山
が
崩
れ
て
麤
玉
河
を
壅
い
だ
が
、
続
い
て
そ
れ
が
決
潰
し
た
の
で
、
敷
智
、
長
下
、

石
田
の
三
郡
の
民
家
百
七
十
余
区
を
没
し
た
。
天
平
六
年
四
月
に
は
、
畿
内
七
道
皆
地
震
が
し
、
同
じ
く
十
七
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年
四
月
に
は
、
美
濃
、
摂
津
両
国
に
地
震
が
あ
っ
た
。
こ
の
両
国
の
地
震
は
美
濃
が
ひ
ど
く
、
多
く
人
家
を
壊

っ
た
が
、
こ
れ
は
明
治
二
十
七
年
の
濃
尾
の
地
震
を
思
い
合
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
天
平
宝
字
六
年
五
月
に
な

っ
て
、
ま
た
美
濃
を
は
じ
め
、
飛
騨
、
信
濃
の
諸
国
に
地
震
が
あ
っ
た
。
天
平
神
護
二
年
六
月
に
は
、
大
隅
国

神
造
新
島
、
弘
仁
九
年
七
月
に
は
、
相
模
、
武
蔵
、
下
総
、
常
陸
、
上
野
、
下
野
の
諸
国
、
天
長
七
年
一
月
に

は
、
出
羽
に
地
震
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
三
河
、
丹
波
、
伊
豆
、
信
濃
、
出
羽
、
越
中
、
越
後
、
出
雲
に
も
大

き
な
地
震
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
貞
観
六
年
七
月
に
は
富
士
山
の
噴
火
に
伴
う
て
大
地
震
が
あ
っ
て
、
噴
出
し
た
鑠
石
は
本
栖
、
剗
の
両
湖
を

は
じ
め
、
民
家
を
埋
没
し
た
。
富
士
山
は
既
に
延
暦
二
十
年
三
月
に
も
噴
火
し
、
そ
の
後
長
元
五
年
に
も
噴
火

し
た
が
、
こ
の
噴
火
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
。
貞
観
六
年
十
月
に
は
、
肥
後
の
阿
蘇
山
が
鳴
動
し
て
、

池
の
水
が
空
中
に
沸
き
あ
が
っ
た
が
、
そ
の
九
年
五
月
に
な
っ
て
噴
火
し
た
。
豊
後
の
鶴
見
山
も
そ
の
年
の
一

月
に
噴
火
し
た
。
貞
観
は
天
変
地
異
の
多
い
年
で
あ
っ
た
。
十
一
年
五
月
に
は
、
陸
奥
に
地
震
が
あ
っ
て
海
嘯

が
起
り
、
無
数
の
溺
死
人
を
出
し
た
が
、
こ
れ
は
明
治
二
十
九
年
の
三
陸
海
嘯
の
先
駆
を
な
す
記
録
で
あ
ろ
う
。

元
慶
二
年
九
月
に
相
模
、
武
蔵
を
は
じ
め
関
東
一
円
に
地
震
が
あ
っ
た
。
仁
和
二
年
五
月
二
十
四
日
の
夜
に
は
、

安
房
国
の
沖
に
黒
雲
が
起
っ
て
、
雷
鳴
震
動
が
徹
宵
止
ま
な
か
っ
た
が
、
朝
に
な
っ
て
み
る
と
小
石
や
泥
土
が

野
や
山
に
二
三
寸
の
厚
さ
に
積
ん
で
い
た
。
こ
の
現
象
は
海
中
の
噴
火
か
、
そ
れ
と
も
三
原
山
の
噴
火
か
、
そ

の
原
因
は
判
ら
な
い
。

　
こ
の
不
可
思
議
に
し
て
は
か
ら
れ
ざ
る
自
然
の
脅
威
に
面
し
て
、
王
朝
時
代
の
人
は
い
か
に
恐
怖
し
た
こ
と
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で
あ
ろ
う
。
い
か
に
無
智
の
輩
で
も
地
震
が
ど
う
し
て
起
る
か
ぐ
ら
い
の
こ
と
を
知
ら
な
い
者
の
な
い
現
代
に

お
い
て
さ
え
、
一
朝
今
回
の
よ
う
な
大
地
震
に
遭
遇
す
る
と
、
大
半
は
周
章
狼
狽
為

す
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ

た
。
世
の
終
り
を
思
わ
す
よ
う
な
激
動
が
突
如
と
し
て
起
り
、
住
屋
を
倒
し
、
神
社
仏
閣
を
破
り
、
大
地
を
裂

き
、
そ
の
裂
い
た
大
地
か
ら
は
水
を
吹
き
、
火
を
吐
き
、
海
辺
の
国
に
は
潮
が
怒
っ
て
無
数
の
人
畜
の
生
命
を

奪
う
の
に
対
し
て
、
茫
然
自
失
、
僅
か
に
地
震
の
神
を
祭
っ
て
そ
の
禍
を
免
れ
よ
う
と
し
た
の
は
無
理
も
な
い

こ
と
で
あ
る
。
後
世
か
ら
は
、
和
歌
連
歌
に
男
女
想
思
の
情
を
通
わ
し
て
、
日
も
こ
れ
足
り
な
い
よ
う
に
当
時

の
文
華
に
酔
う
て
い
た
と
思
わ
れ
る
王
朝
時
代
の
人
人
も
、
そ
う
し
た
地
震
に
脅
か
さ
れ
る
傍
、
火
に
脅
か
さ

れ
、
風
に
脅
か
さ
れ
た
。
「
方
丈
記
」
に
も
、
「
去
に
し
安
元
三
年
四
月
二
十
八
日
か
と
よ
、
風
烈
し
く
吹
き

て
静
か
な
ら
ざ
り
し
夜
、
亥
の
時
ば
か
り
、
都
の
巽
よ
り
火
出
で
来
り
て
、
乾
に
至
る
。
は
て
は
朱
雀
門
、
大

極
殿
、
大
学
寮
、
民
部
省
ま
で
移
り
て
、
一
夜
の
程
に
塵
灰
と
な
り
に
き
。
火
本
は
樋
口
富
小
路
と
か
や
、
病

人
を
宿
せ
る
仮
家
よ
り
出
で
来
た
り
け
る
と
な
ん
。
吹
き
迷
ふ
風
に
、
と
か
く
移
り
行
く
ほ
ど
に
、
扇
を
ひ
ろ

げ
た
る
が
如
く
末
広
に
な
り
ぬ
。
遠
き
家
は
煙
に
む
せ
び
、
近
き
辺
は
ひ
た
す
ら
焔
を
地
に
吹
き
つ
け
た
り
。

空
に
は
灰
を
吹
き
た
れ
ば
、
火
の
光
を
映
じ
て
普
く
紅
な
る
中
に
、
風
に
堪
へ
ず
吹
き
切
ら
れ
た
る
焔
、
飛
ぶ

が
如
く
に
し
て
、
一
二
町
を
越
え
つ
つ
移
り
行
く
、
そ
の
中
の
人
現
心
あ
ら
ん
や
。
或
は
烟
に
む
せ
び
倒
れ
伏

し
、
或
は
焔
に
ま
か
れ
て
忽
ち
に
死
に
、
或
は
又
僅
か
に
身
一
つ
辛
く
し
て
遁
れ
た
れ
ど
も
、
資
財
を
取
り
出

づ
る
に
及
ば
ず
。
七
珍
万
宝
、
さ
な
が
ら
灰
燼
と
な
り
に
き
」
と
書
い
て
あ
る
。
火
は
時
時
皇
居
も
焼
い
た
。

そ
の
火
は
失
火
も
あ
る
が
盗
賊
が
掠
奪
の
た
め
の
放
火
も
あ
っ
た
。
そ
の
盗
賊
は
綱
紀
の
緩
ん
だ
の
に
乗
じ
て
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京
都
の
内
外
に
横
行
し
た
。
袴
垂
、
鬼
童
、
茨
木
、
一
条
戻
橋
の
鬼
な
ど
も
、
そ
の
盗
賊
の
一
人
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
二
　
地
震
海
嘯
の
呪
い
あ
る
鎌
倉

　
地
震
の
記
録
を
あ
さ
っ
て
み
る
と
、
地
震
は
政
権
に
従
っ
て
移
動
し
て
い
る
よ
う
な
観
が
あ
る
。
藤
原
氏
の

手
か
ら
政
権
を
収
め
て
い
た
平
氏
が
破
れ
て
、
源
氏
が
鎌
倉
に
拠
る
と
、
元
暦
元
年
十
月
を
初
発
と
し
て
鎌
倉

に
地
震
が
頻
発
し
た
。
そ
れ
は
王
朝
時
代
に
は
僻
遠
の
地
と
し
て
、
武
蔵
、
相
模
の
名
で
大
掴
み
に
記
さ
れ
て

い
た
も
の
が
、
文
化
の
発
生
と
共
に
細
か
な
こ
と
ま
で
記
さ
れ
る
余
裕
が
で
き
た
た
め
か
、
そ
れ
と
も
武
蔵
、

相
模
方
面
の
活
動
期
に
な
っ
て
い
た
の
に
偶
然
に
遭
遇
し
た
た
め
で
あ
る
か
。
そ
の
鎌
倉
に
は
幕
政
時
代
の
終

り
ご
ろ
ま
で
百
四
五
十
回
の
地
震
が
あ
っ
て
、
骨
肉
相
食





ん
だ
鎌
倉
史
の
背
景
と
な
っ
て
、
陰
惨
な
色
彩
を
い

や
が
う
え
に
も
陰
惨
に
し
て
見
せ
た
。

　
そ
の
鎌
倉
の
地
震
の
う
ち
で
大
き
か
っ
た
地
震
は
、
建
保
元
年
五
月
の
地
震
で
、
そ
れ
に
は
大
地
が
裂
け
、

舎
屋
が
破
壊
し
た
。
こ
の
建
保
年
間
に
は
、
元
年
か
ら
二
年
三
年
と
続
け
て
十
数
回
の
強
震
が
あ
っ
た
。
安
貞

元
年
三
月
に
も
大
地
震
が
あ
っ
て
、
地
が
裂
け
、
所
所
の
門
扉
築
地





が
倒
れ
た
。
古
老
は
こ
れ
を
見
て
、
去
る

建
暦
三
年
和
田
佐
衛
門
尉
義
盛
が
叛
逆
を
起
し
た
こ
ろ
に
も
、
こ
ん
な
大
地
震
が
あ
っ
た
と
噂
し
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
仁
治
元
年
四
月
の
地
震
に
は
海
嘯





が
あ
っ
て
、
由
比
ヶ
浜
の
八
幡
宮
の
拝
殿
が
流
れ
た
。
建

長
二
年
七
月
の
地
震
は
余
震
が
十
六
度
に
及
ん
だ
。
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正
嘉
元
年
八
月
の
地
震
は
、
最
も
ひ
ど
い
地
震
で
、
関
東
の
諸
国
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は

神
社
仏
閣
、
人
家
は
も
と
よ
り
立
っ
て
い
る
建
物
の
一
軒
も
な
い
よ
う
に
潰
れ
、
山
が
崩
れ
、
地
が
裂
け
、
地

の
裂
け
目
か
ら
は
、
泥
水
を
吹
き
、
青
い
火
を
吹
い
て
、
余
震
は
月
を
越
え
た
。
そ
し
て
そ
の
翌
年
の
八
月
に

大
風
が
あ
り
、
三
年
に
大
飢
饉
が
あ
り
、
正
元
に
入
っ
て
か
ら
二
年
続
け
て
疫
病
が
あ
っ
た
の
で
、
日
本
全
国

の
同
胞
は
大
半
死
に
つ
く
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
日
蓮
の
立
正
安
国
論
は
こ
の
際
に
出
た
も
の
で
あ
る
。

　
永
仁
元
年
四
月
の
地
震
も
、
正
嘉
の
地
震
に
劣
ら
な
い
地
震
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
怪
し
く
空
が
曇
っ
て

い
て
、
陽
の
光
も
月
の
光
も
は
っ
き
り
見
え
な
か
っ
た
が
、
そ
の
日
は
墨
の
色
を
し
た
雲
が
覆
い
か
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
榎
島
の
方
が
時
時
震
い
、
沖
の
方
が
ひ
ど
く
鳴
り
だ
し
た
。
こ
れ
は
た
だ
ご
と
で
は

な
い
、
ま
た
兵
乱
の
前
兆
か
、
饑
饉
疫
癘
の
凶
相
か
と
、
人
人
が
不
思
議
が
っ
て
い
る
と
、
午
の
刻
に
な
っ
て

俄
か
に
大
地
震
と
な
り
、
海
嘯
が
起
っ
た
。
倒
壊
し
た
主
な
も
の
は
政
庁
、
鶴
岡
若
宮
、
大
慈
寺
、
建
長
寺
で

あ
っ
た
が
、
建
長
寺
か
ら
は
火
が
起
っ
た
。
そ
の
時
の
死
者
は
二
万
三
千
余
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
王

朝
時
代
の
こ
と
は
判
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
見
て
も
鎌
倉
は
昔
か
ら
地
震
の
呪
い
の
あ
る
土
地
で
あ
る
ら

し
い
。

　
　
　
　
　
三
　
天
正
の
災
変
、
慶
長
の
地
震

　
鎌
倉
幕
政
時
代
の
末
期
、
即
ち
後
醍
醐
天
皇
の
即
位
の
前
後
か
ら
吉
野
時
代
、
室
町
時
代
、
安
土
桃
山
時
代
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に
か
け
て
は
、
戦
乱
に
次
ぐ
に
戦
乱
を
以
て
し
て
、
日
本
全
国
戦
争
の
惨
禍
に
脅
か
さ
れ
て
、
地
震
の
記
録
も

閑
却
せ
ら
れ
て
い
た
か
の
観
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
慶
長
の
は
じ
め
に
か
け
て
約
六
百
回
の
地
震
の
記
録
が
あ

る
。

　
正
中
二
年
十
月
と
言
え
ば
、
後
醍
醐
天
皇
が
、
藤
原
資
朝
、
藤
原
俊
基
等
の
近
臣
と
王
政
の
復
古
を
謀



っ
て
、

そ
の
謀





の

泄

れ
た
い
わ
ゆ
る
正
中
の
変
の
起
っ
た
翌
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
二
十
一
日
に
、
山
城
、
近
江

の
二
箇
国
に
強
震
が
あ
っ
て
、
日
吉
八
王
子
の
神
体
が
墜
ち
、
竹
生
島
が
崩
れ
た
。
そ
し
て
元
弘
元
年
七
月
に

は
、
紀
伊
に
大
地
震
が
あ
っ
て
、
千
里
浜
の
干
潟
が
隆
起
し
て
陸
地
と
な
り
、
そ
の
七
日
に
は
駿
河
に
大
地
震

が
あ
っ
て
、
富
士
山
の
絶
頂
が
数
百
丈
崩
れ
た
。
こ
の
七
月
は
藤
原
俊
基
が
関
東
を
押
送
せ
ら
れ
た
月
で
、

「
参
考
太
平
記
」
に
は
、
「
七
月
七
日
の
酉
の
刻
に
地
震
有
り
て
、
富
士
の
絶
頂
崩
る
こ
と
数
百
丈
な
り
、
卜

部
宿
禰








大
亀
を
焼
い
て
卜





ひ
、
陰
陽
博
士
占
文
を
開
い
て
見
る
に
、
国
王
位
を
易

へ
、
大
臣
災
に
遇
ふ
と
あ
り
、

勘
文
の
面
穏
か
な
ら
ず
、
尤
も
御
慎
み
有
る
べ
し
と
密
奏
す
」
と
あ
っ
て
、
地
震
に
も
心
が
あ
る
よ
う
に
見
え

る
。

　
正
平
年
間
は
非
常
に
地
震
の
多
い
年
で
、
約
百
回
も
地
震
の
記
録
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
で
大
き
か
っ
た
の

は
、
五
年
五
月
の
京
都
の
地
震
で
、
祇
園
神
社
の
石
塔
の
九
輪
が
墜
ち
て
砕
け
た
。
十
六
年
六
月
に
は
山
城
を

は
じ
め
、
摂
津
、
大
和
、
紀
伊
、
阿
波
の
諸
国
に
大
地
震
が
あ
っ
て
、
摂
津
、
阿
波
に
は
海
嘯





が
あ
っ
た
。
そ

し
て
最
後
の
二
十
四
年
七
月
に
も
京
都
に
大
地
震
が
あ
っ
て
、
東
寺
の
講
堂
が
傾
い
た
。
そ
れ
か
ら
応
永
年
間

も
地
震
の
多
い
年
で
、
約
八
十
回
に
わ
た
る
記
録
が
見
え
る
。
そ
の
う
ち
で
七
年
十
月
に
は
伊
勢
国
に
大
地
震
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が
あ
っ
て
、
京
都
の
地
も
震
う
た
。
三
十
二
年
十
一
月
に
は
京
都
ば
か
り
の
大
地
震
が
あ
っ
た
。

　
永
享
五
年
一
月
に
は
、
伊
勢
、
近
江
、
山
城
に
、
同
年
九
月
に
は
相
模
、
陸
奥
、
甲
斐
に
、
宝
徳
元
年
四
月

に
は
山
城
、
大
和
に
、
文
正
元
年
四
月
に
は
山
城
、
大
和
に
、
明
応
三
年
五
月
に
は
や
は
り
大
和
、
山
城
に
大

地
震
が
あ
っ
た
が
、
明
応
三
年
五
月
の
地
震
は
大
和
が
最
も
強
く
、
奈
良
の
東
大
寺
、
興
福
寺
、
薬
師
寺
、
法

花
寺
、
西
大
寺
の
諸
寺
に
被
害
が
あ
っ
た
。
同
七
年
八
月
に
は
、
伊
勢
、
遠
江
、
駿
河
、
甲
斐
、
相
模
、
伊
豆

の
諸
国
に
大
地
震
が
あ
っ
て
、
海
に
臨
ん
だ
国
に
は
海
嘯
が
あ
っ
た
。
こ
の
海
嘯
に
は
伊
勢
の
大
湊
が
潰
れ
て

千
軒
の
人
家
を
流
し
、
五
千
の
溺
死
人
を
出
し
た
が
、
鎌
倉
の
由
比
ヶ
浜
に
も
二
百
人
の
犠
牲
者
が
あ
っ
た
。

ま
た
遠
江
の
地
が
陥
没
し
て
浜
名
湖
が
海
と
通
じ
た
。
こ
の
月
は
京
都
に
も
奈
良
に
も
、
陸
奥
に
も
会
津
に
も

強
震
が
あ
っ
て
、
余
震
が
月
を
重
ね
た
。
そ
の
明
応
に
は
九
年
六
月
に
も
甲
斐
の
大
地
震
が
あ
っ
た
。
文
亀
に

な
っ
て
そ
の
元
年
十
二
月
越
後
に
、
永
正
に
な
っ
て
そ
の
七
年
八
月
に
、
摂
津
、
河
内
、
山
城
、
大
和
に
大
地

震
が
あ
っ
て
、
摂
津
に
は
海
嘯
の
難
が
あ
っ
た
。

　
大
永
五
年
八
月
に
は
鎌
倉
に
、
弘
治
元
年
八
月
に
は
会
津
に
、
天
正
六
年
十
月
に
は
三
河
に
、
同
十
三
年
十

一
月
に
は
、
山
城
、
大
和
、
和
泉
、
河
内
、
摂
津
、
三
河
、
伊
勢
、
尾
張
、
美
濃
、
飛
騨
、
近
江
、
越
前
、
加

賀
、
讃
岐
の
諸
国
に
大
地
震
が
あ
っ
て
、
海
に
瀕
し
た
国
に
は
海
嘯
が
あ
っ
た
。

「
豊
鑑
」
に
は
「
天
正
十
二
年
霜
月
廿
九
日
子
の
刻
ば
か
り
に
や
お
び
た
だ
し
く
な
ゐ
ふ
り
け
り
、
そ
の
様
い

は
ん
限
り
な
し
、
い
に
し
へ
も
た
び
た
び
大
な
ゐ
ふ
り
け
る
と
記
し
を
れ
ど
も
、
眼
あ
た
り
か
か
る
こ
と
な
ん

め
づ
ら
か
な
る
。
伊
勢
、
尾
張
、
美
濃
、
近
江
、
北
陸
、
道
分
て
あ
り
け
り
と
な
ん
、
浦
里
な
ど
は
、
さ
な
が
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ら
海
へ
ゆ
り
入
り
、
犬
雞
な
ど
の
類
ま
で
跡
な
く
な
り
し
所
所
あ
り
と
な
ん
、
家
な
ど
ひ
し
げ
し
内
に
あ
り
な

が
ら
、
さ
す
が
死
に
も
や
ら
ざ
り
し
に
、
火
も
え
つ
き
て
焼
死
、
さ
け
ぶ
こ
ゑ
哀
な
ど
思
ひ
や
る
さ
へ
た
へ
が

た
く
な
ん
、
此
の
わ
ざ
は
ひ
に
あ
ひ
て
、
国
国
里
里
、
命
を
失
ふ
者
際
限
な
か
る
べ
し
、
常
の
な
ゐ
な
ど
の
ふ

る
事
、
明
る
春
二
月
ま
で
、
そ
の
な
ご
り
た
え
ざ
り
け
り
」
と
し
て
あ
る
。

　
そ
の
天
正
十
三
年
は
秀
吉
が
内
大
臣
と
な
っ
た
年
で
、
国
内
の
紛
乱
が
や
や
収
ま
っ
て
桃
山
時
代
の
文
化
が

生
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の
十
七
年
二
月
に
も
、
駿
河
、
遠
江
、
三
河
に
ま
た
大
地
震
が
あ
っ
た
。
慶
長

に
入
る
と
そ
の
元
年
閏
七
月
に
な
っ
て
、
二
回
の
大
地
震
が
起
っ
た
。
は
じ
め
の
地
震
は
、
豊
後
、
薩
摩
の
二

箇
国
が
ひ
ど
く
、
豊
後
の
府
内
の
土
地
が
陥
没
し
て
海
嘯
が
起
っ
た
。
そ
の
日
は
京
都
に
も
地
震
が
あ
っ
た
。

「
梅
園
拾
遺
」
に
は
、
「
ち
か
く
慶
長
元
年
七
月
、
大
地
震
速
見
高
崎
山
な
ど
も
石
崩
れ
落
ち
、
火
出
た
る
よ

し
、
府
内
の
記
事
に
見
え
た
り
。
こ
の
時
か
の
あ
た
り
人
七
百
余
も
損
じ
た
り
と
あ
り
」
と
書
い
て
あ
る
。
つ

ぎ
の
地
震
は
、
山
城
、
摂
津
、
和
泉
の
諸
国
の
大
地
震
で
、
伏
見
城
の
天
守
が
崩
壊
し
て
圧
死
者
が
多
か
っ
た
。

こ
の
伏
見
の
地
震
は
、
河
竹
黙
阿
弥
の
地
震
加
藤
の
史
劇
で
有
名
な
地
震
で
、
石
田
三
成
等
の
纔
者






の
た
め
に

斥

け

ら
れ
て
蟄
居






し
て
い
た
加
藤
清
正
は
、
地
震
と
見
る
や
足
軽
を
伴
れ
て
伏
見
城
に
か
け
つ
け
、
城
の
内
外

の
警
衛
に
当
っ
た
の
で
、
秀
吉
の
勘
気
も
解
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　
慶
長
も
非
常
に
地
震
の
多
い
年
で
あ
っ
た
。
十
九
箇
年
間
に
約
八
十
も
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
で
大
き
か
っ
た

の
は
元
年
の
二
回
の
地
震
の
他
に
、
九
年
十
二
月
と
十
六
年
十
月
と
十
九
年
十
月
の
大
地
震
で
あ
る
。
九
年
の

地
震
は
、
薩
摩
、
大
隅
、
土
佐
、
遠
江
、
伊
勢
、
紀
伊
、
伊
豆
、
上
総
、
八
丈
島
な
ど
で
、
海
に
は
海
嘯





が
吼
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え
た
。

「
土
佐
国
群
書
類
従
」
に
載
せ
た
「
谷
陵
記
」
に
は
、
「
崎
浜
談
議
所
の
住
僧
権
大
僧
都
阿
闍
利
暁
印
が
記
録

略
に
曰
く
、
慶
長
九
年
災
多
し
、
先
づ
一
に
七
月
十
三
日
大
風
洪
水
、
二
に
八
月
四
日
大
風
洪
水
、
三
に
閏
八

月
二
十
八
日
又
大
洪
水
、
四
に
十
二
月
十
六
日
夜
地
震
、
同
夜
半
に
大
潮
入
つ
て
、
南
向
の
国
は
尽
く
破
損
す
、

西
北
向
の
国
は
地
震
計
り
と
言
ふ
、
当
所
（
崎
浜
）
に
は
五
十
人
溺
死
、
西
寺
東
寺
の
麓
に
は
四
百
人
、
甲
浦

に
は
三
百
五
十
余
人
、
宍
喰
（
阿
波
領
）
に
は
三
千
八
百
六
人
溺
死
す
、
野
根
浦
へ
は
潮
入
ら
ず
、
不
思
議
と

言
ふ
べ
し
と
」
。
土
佐
の
東
部
と
阿
波
の
一
箇
所
の
被
害
を
記
し
て
あ
る
が
、
関
係
諸
国
の
溺
死
人
は
夥
し
い

数
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
十
六
年
の
地
震
は
、
三
陸
の
地
震
で
、
仙
台
、
南
部
、
津
軽
及
び
松
前
の
諸

領
に
ま
で
海
嘯
が
あ
っ
た
。
十
九
年
の
地
震
は
、
越
後
、
相
模
、
紀
伊
、
山
城
で
、
越
後
に
海
嘯
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
四
　
元
禄
大
地
震
、
振
袖
火
事
、
安
政
大
地
震

　
慶
長
五
年
の
関
ヶ
原
の
役
で
、
天
下
の
権
勢
が
徳
川
氏
に
帰
す
る
と
共
に
、
江
戸
時
代
三
百
年
の
平
和
期
が

来
た
が
、
そ
の
間
慶
長
五
年
か
ら
慶
応
二
年
に
至
る
ま
で
、
全
国
に
わ
た
っ
て
四
百
七
八
十
回
の
大
小
の
地
震

が
あ
り
、
地
震
に
伴
う
海
嘯
が
あ
り
、
火
事
が
あ
っ
て
、
市
民
に
か
な
り
深
刻
な
脅
威
を
刻
み
つ
け
て
い
る
。

　
慶
長
年
間
の
地
震
の
こ
と
は
既
に
言
っ
た
。
元
和
二
年
七
月
に
は
、
仙
台
に
大
地
震
が
あ
っ
て
城
壁
楼
櫓
が

破
損
し
た
。
寛
永
七
年
六
月
に
は
江
戸
に
大
き
な
地
震
が
あ
り
、
同
十
年
一
月
に
は
、
江
戸
を
は
じ
め
、
相
模
、
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駿
河
、
伊
豆
に
大
地
震
が
あ
っ
た
が
、
わ
け
て
小
田
原
は
城
が
破
損
し
て
、
町
は
一
里
の
間
一
軒
の
家
も
な
い

よ
う
に
潰
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
熱
海
に
海
嘯
が
あ
っ
た
。
そ
の
寛
永
に
は
十
六
年
十
一
月
に
越
前
に
も
大

き
な
地
震
が
あ
っ
た
。

　
正
保
元
年
三
月
に
は
日
光
山
、
同
年
九
月
に
は
羽
後
の
本
荘
、
同
三
年
四
月
に
は
陸
前
、
磐
城
、
武
蔵
、
同

四
年
五
月
に
は
、
ま
た
武
蔵
、
相
模
に
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
。
慶
安
に
は
元
年
四
月
に
相
模
、
武
蔵
、
山
城
、

同
二
年
二
月
に
伊
予
、
安
芸
、
山
城
、
そ
の
六
月
に
武
蔵
、
下
野
、
こ
の
翌
月
に
武
蔵
の
大
地
震
が
あ
っ
た
が
、

六
月
の
地
震
に
は
江
戸
城
の
石
垣
が
崩
れ
、
諸
大
名
の
屋
敷
町
屋
が
潰
れ
た
の
で
、
江
戸
の
人
心
に
動
揺
の
兆

が
あ
っ
た
。
由
比
正
雪
の
隠
謀
の
露
わ
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
中
一
年
を
置
い
た
四
年
の
七
月
で
あ
っ
た
。

　
万
治
二
年
二
月
に
は
、
岩
代
、
下
野
、
武
蔵
に
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
。
寛
文
年
間
も
大
き
な
地
震
の
多
い

年
で
あ
っ
た
。
元
年
十
月
に
は
土
佐
、
同
二
年
三
月
に
は
京
都
、
江
戸
、
同
年
五
月
に
は
山
城
、
大
和
、
伊
賀
、

伊
勢
、
近
江
、
摂
津
、
和
泉
、
丹
波
、
丹
後
、
若
狭
、
美
濃
、
信
濃
、
肥
前
、
同
年
九
月
に
は
日
向
、
大
隅
、

同
三
年
七
月
に
は
胆
振





、
同
年
十
二
月
に
は
山
城
、
同
四
年
六
月
に
は
紀
伊
の
新
宮
、
京
都
、
同
五
年
五
月
に

は
京
都
、
同
年
十
一
月
に
は
越
後
、
同
八
年
七
月
に
は
仙
台
、
同
十
年
六
月
に
は
相
模
の
大
住
、
と
い
う
よ
う

に
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
日
向
、
大
隅
の
地
震
に
は
海
嘯
が
あ
り
、
胆
振
の
地
震
に
は
有
珠
岳

が
噴
火
し
た
。
温
泉
岳
も
寛
永
三
年
に
噴
火
し
、
阿
蘇
山
は
王
朝
時
代
か
ら
思
い
だ
し
た
よ
う
に
時
時
噴
火
し

て
い
る
。

　
延
宝
四
年
六
月
に
は
石
見
、
同
五
年
三
月
に
は
陸
中
の
南
部
に
地
震
と
海
嘯
が
あ
っ
た
。
元
和
三
年
五
月
に
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は
江
戸
と
日
光
山
、
同
年
九
月
に
は
日
光
山
、
貞
保
元
年
二
月
に
は
伊
豆
の
大
島
に
地
震
が
あ
っ
て
、
三
原
山

が
噴
火
し
た
。
貞
保
二
年
九
月
に
は
周
防
、
長
門
、
同
三
年
八
月
に
は
遠
江
、
三
河
、
山
城
、
元
禄
七
年
五
月

に
は
羽
後
の
能
代
、
同
十
年
十
月
に
は
相
模
、
武
蔵
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地
震
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
元
禄
十
六
年
十

一
月
二
十
三
日
に
は
、
武
蔵
、
相
模
、
安
房
、
上
総
に
大
地
震
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
地
震
に
は
江
戸
と
小
田
原

が
ひ
ど
く
、
江
戸
に
は
火
事
が
あ
り
、
小
田
原
、
鎌
倉
、
安
房
は
長
狭
、
朝
夷
の
両
郡
、
上
総
は
夷
隅
郡
に
海

嘯
が
あ
っ
た
。
新
井
白
石
も
こ
の
地
震
に
逢
っ
た
の
で
、
「
折
り
焼
く
柴
の
記
」
の
中
に
は
、
そ
の
夜
の
江
戸

の
地
震
の
光
景
を
精
細
に
叙
述
し
て
あ
る
。
こ
の
地
震
は
安
政
の
地
震
に
匹
敵
す
る
大
地
震
で
、
そ
の
数
日
前

即
ち
十
一
月
十
四
日
の
外
に
は
、
そ
の
前
ぶ
れ
の
よ
う
に
四
谷
塩
町
か
ら
出
た
火
が
、
青
山
、
赤
坂
、
麻
布
、

品
川
を
焼
い
て
、
元
禄
の
豪
奢
に
酔
う
て
い
た
江
戸
市
民
に
警
告
を
与
え
た
が
、
地
震
の
後
で
も
ま
た
火
事
が

あ
っ
て
、
怯
え
て
い
る
市
民
の
心
を
い
や
が
上
に
も
怯
え
さ
し
た
。
そ
れ
は
地
震
の
あ
っ
た
月
の
二
十
九
日
で
、

本
郷
追
分
か
ら
出
火
し
て
、
谷
中
ま
で
焼
き
、
一
方
は
小
石
川
の
水
戸
邸
か
ら
出
火
し
て
、
上
野
湯
島
天
神
、

聖
堂
筋
違
橋
、
向
柳
原
、
浅
草
茅
町
、
南
は
神
田
か
ら
伝
馬
町
、
小
舟
町
掘
留
、
小
網
町
、
そ
れ
か
ら
本
所
へ

飛
火
し
て
、
回
向
院
の
辺
、
深
川
。
そ
し
て
永
代
橋
の
西
半
分
を
焼
い
て
翌
朝
に
な
っ
て
鎮
ま
っ
た
。
そ
れ
に

は
千
三
百
の
焼
死
者
が
あ
っ
た
。

　
江
戸
で
は
そ
の
火
事
を
地
震
火
事
と
言
っ
た
。
江
戸
の
火
事
の
こ
と
を
言
う
と
、
そ
の
以
前
寛
永
十
八
年
正

月
に
も
大
火
が
あ
り
、
明
暦
三
年
正
月
十
八
、
十
九
の
両
日
に
も
大
火
が
あ
っ
た
。
わ
け
て
明
暦
の
大
火
は
江

戸
未
曽
有
の
大
火
で
あ
っ
た
か
ら
、
市
民
は
由
比
丸
橋
の
残
当
の
放
火
で
あ
ろ
う
と
言
っ
て
恐
れ
戦





い
た
。
そ
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れ
は
明
暦
三
年
正
月
十
八
日
の
未
の
刻
で
、
本
郷
丸
山
の
本
妙
寺
の
法
華
宗
の
寺
か
ら
出
火
し
て
、
折
り
か
ら

の
北
風
に
幾
派
に
も
分
れ
た
火
は
、
下
谷
の
方
は
神
田
明
神
か
ら
駿
河
台
へ
飛
火
し
、
鷹
匠
町
の
辺
、
神
田
橋

の
内
へ
入
っ
て
、
神
田
橋
、
常
盤
橋
、
呉
服
橋
な
ど
の
橋
も
門
も
番
所
も
焼
き
払
い
、
西
河
岸
か
ら
呉
服
町
、

南
大
工
町
、
檜
物
町
、
上
槇
町
、
そ
れ
か
ら
横
に
切
れ
て
大
鋸
町
、
本
材
木
町
へ
移
り
、
金
六
町
、
水
谷
町
、

紀
国
橋
の
辺
か
ら
木
挽
町
を
焼
き
、
芝
の
網
場
ま
で
往
っ
た
。
下
町
の
方
は
、
須
田
町
、
鍛
冶
町
、
白
銀
町
、

石
町
、
伝
馬
町
、
小
田
原
町
、
小
船
町
、
伊
勢
町
を
焼
き
、
川
を
越
え
て
、
茅
場
町
、
同
心
町
、
八
丁
堀
に
及

ん
だ
。
そ
の
火
が
伝
馬
町
に
移
っ
た
時
、
伝
馬
町
の
獄
で
は
囚
徒
を
放
っ
た
。
そ
の
囚
徒
は
東
へ
走
っ
て
浅
草

門
を
出
た
。
浅
草
門
の
門
番
は
囚
徒
を
逃
が
し
て
は
な
ら
ん
と
思
っ
て
門
を
締
め
た
の
で
、
火
に
追
わ
れ
て
逃

げ
て
来
た
市
民
は
そ
こ
で
無
数
に
焼
け
死
ん
だ
。
東
の
方
の
火
は
、
佐
久
間
町
か
ら
柳
原
を
一
嘗
め
に
し
て
、

浜
町
、
霊
岸
島
、
新
堀
か
ら
鉄
砲
洲







に
移
っ
て
、
百
余
艘
の
舟
を
焼
い
た
が
た
め
に
、
佃
島
、
石
川
島
に
燃
え

移
り
、
そ
れ
か
ら
深
川
に
移
り
、
牛
島
、
新
田
に
ま
で
往
っ
た
。
そ
の
火
は
翌
日
の
辰
の
刻
に
な
っ
て
止
ん
だ

が
、
そ
の
日
の
午
の
刻
に
な
っ
て
、
昨
日
か
ら
吹
き
止
ま
な
い
大
風
に
吹
き
煽
ら
れ
て
小
石
川
伝
通
院
前
の
鷹

匠
町
か
ら
発
火
し
た
。
そ
し
て
そ
の
火
は
北
は
駒
込
か
ら
南
は
外
曲
輪
に
及
ん
だ
が
、
日
暮
ご
ろ
か
ら
風
が
変

っ
た
た
め
に
曲
輪
内
の
諸
大
名
の
邸
宅
を
焼
き
、
数
寄
屋
橋
の
内
外
、
日
本
橋
、
京
橋
、
新
橋
を
焼
い
て
鎮
ま

っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
未
の
刻
に
麹
町
か
ら
出
た
火
が
あ
っ
て
、
雉
子
橋
、
一
つ
橋
、
神
田
橋
に
及
び
、

ま
た
北
風
に
な
っ
た
風
に
煽
ら
れ
て
、
八
重
洲
河
岸
、
大
名
小
路
を
嘗
め
、
西
丸
下
桜
田
に
至
っ
て
二
つ
に
別

れ
、
一
方
は
通
町
に
出
で
、
一
方
は
愛
宕
下
か
ら
芝
浦
ま
で
往
っ
た
。
こ
の
火
に
江
戸
城
の
本
丸
並
び
に
二
三
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の
丸
も
焼
け
た
の
で
、
将
軍
家
綱
は
西
の
丸
に
避
難
し
た
。
こ
の
火
に
は
諸
大
名
の
邸
宅
五
百
軒
、
神
社
仏
閣

三
百
余
、
橋
梁
六
十
、
坊
街
八
百
を
焼
失
し
た
が
、
市
民
の
屋
舎
の
焼
失
し
た
数
は
判
ら
な
い
。
そ
の
時
の
死

人
は
、
「
本
庄
に
二
町
四
方
の
地
を
賜
ひ
、
非
人
を
し
て
死
骸
を
船
に
て
運
ば
し
め
、
塚
を
築
き
て
寺
院
を
建

て
、
国
豊
山
無
縁
寺
回
向
院
と
名
づ
け
し
め
給
ふ
」
と
武
江
年
表
に
書
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
が
回
向
院
の
起
り

で
あ
る
。
そ
の
明
暦
の
大
火
は
俗
に
振
袖
火
事
と
い
う
名
が
あ
っ
て
、
奇
怪
な
因
縁
話
が
ま
つ
わ
っ
て
い
る
。

　
寛
永
四
年
十
月
に
は
、
山
城
、
大
和
、
河
内
、
摂
津
、
紀
伊
、
土
佐
、
讃
岐
、
伊
予
、
阿
波
、
伊
勢
、
尾
張
、

美
濃
、
近
江
、
遠
江
、
三
河
、
相
模
、
駿
河
、
甲
斐
、
伊
豆
、
豊
後
の
諸
国
に
わ
た
っ
て
大
地
震
が
あ
っ
て
、

人
畜
の
死
傷
す
る
も
の
無
数
。
そ
し
て
土
佐
、
阿
波
、
摂
津
、
伊
豆
、
遠
江
、
伊
勢
、
長
門
、
日
向
、
豊
後
、

紀
伊
な
ど
の
海
に
面
し
た
国
に
は
海
嘯
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
で
も
土
佐
な
ど
は
海
岸
の
平
地
と
い
う
平
地

は
海
水
が
溢
れ
て
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
「
基
凞
公
記
」
な
ど
に
は
、
「
四
国
土
佐
大
震
国
中
十
に
七
つ
破
損
、

人
民
四
十
万
人
死
」
と
し
て
あ
る
が
、
実
際
は
二
千
人
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
大
地
震
の
恐
怖
の
ま

だ
生
生
し
て
い
る
十
一
月
に
、
駿
河
、
甲
斐
、
相
模
、
武
蔵
に
地
震
が
起
る
と
共
に
、
富
士
山
が
爆
発
し
て
噴

火
口
の
傍
に
一
つ
の
山
を
湧
出
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
宝
永
山
で
あ
る
。
山
麓
の
須
走
村
は
熔
岩
の
下
に
埋

没
し
、
降
灰
は
武
相
駿
三
箇
国
の
田
圃
を
埋
め
た
。
そ
の
宝
永
の
五
年
十
一
月
に
浅
間
山
が
噴
火
し
、
享
保
二

年
一
月
三
日
に
は
日
向
の
鶴
鳴
山
が
噴
火
し
た
。

　
正
徳
元
年
二
月
に
は
美
作
、
因
幡
、
伯
耆
、
山
城
、
同
四
年
三
月
に
は
信
濃
、
享
保
三
年
七
月
に
は
信
濃
、

三
河
、
遠
江
、
山
城
、
同
年
九
月
に
は
信
濃
の
飯
山
、
同
十
年
九
月
と
十
月
に
は
長
崎
、
同
十
四
年
七
月
に
は
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能
登
、
佐
渡
、
同
年
九
月
に
は
岩
代
の
桑
折





、
宝
暦
元
年
四
月
に
は
越
後
、
同
五
年
三
月
に
は
日
光
、
同
十
二

年
九
月
に
は
佐
渡
、
明
和
三
年
一
月
に
は
陸
奥
の
弘
前
、
明
和
三
年
二
月
に
も
弘
前
、
同
六
年
七
月
に
は
日
向
、

豊
後
に
大
き
な
地
震
が
あ
り
、
安
永
七
年
七
月
に
は
伊
豆
大
島
の
三
原
山
の
噴
火
が
あ
っ
た
。
安
永
八
年
十
月

に
は
桜
島
の
大
噴
火
が
あ
っ
て
、
山
麓
の
村
落
に
火
石
熱
土
を
流
し
て
、
死
亡
者
一
万
六
千
余
人
、
牛
馬
二
千

余
頭
を
斃



し
た
。
こ
の
噴
火
の
た
め
に
島
の
付
近
に
新
島
嶼
が
湧
出
し
た
こ
と
は
序
記
に
言
っ
て
あ
る
。

　
天
明
二
年
七
月
に
は
、
相
模
、
江
戸
に
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
。
三
年
七
月
に
は
、
浅
間
山
の
大
噴
火
が
あ

っ
た
。
寛
政
四
年
一
月
に
は
、
肥
前
温
泉
岳
の
普
智
山
の
噴
火
が
あ
っ
た
。
同
十
一
年
五
月
に
は
、
加
賀
の
金

沢
に
地
震
が
あ
っ
て
、
宮
城
浦
に
海
嘯
。
享
和
二
年
十
一
月
に
は
、
佐
渡
に
地
震
が
あ
っ
て
、
小
木
湊
に
海
嘯
。

文
化
元
年
六
月
に
は
、
羽
前
、
羽
後
に
地
震
が
あ
っ
て
象
潟






に
海
嘯
。
ま
た
文
化
九
年
十
一
月
に
は
、
武
蔵
に

地
震
が
あ
っ
た
。
文
政
四
年
十
一
月
に
は
、
岩
代
の
地
震
。
同
五
年
閏
一
月
に
は
胆
振





に
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は

有
珠
嶽
が
噴
火
し
た
。
文
政
に
は
ま
た
十
一
年
十
一
月
に
越
後
の
地
震
が
あ
っ
た
。

　
天
保
元
年
七
月
に
は
、
山
城
、
摂
津
、
丹
波
、
丹
後
、
近
江
、
若
狭
、
同
二
年
十
月
に
は
肥
前
、
同
四
年
十

月
に
は
佐
渡
、
同
五
年
一
月
に
は
石
狩
、
同
七
年
七
月
に
は
仙
台
、
同
十
年
三
月
に
は
釧
路
、
同
十
二
年
に
は

駿
河
、
同
十
四
年
三
月
に
は
釧
路
、
根
室
、
渡
島
、
弘
化
四
年
三
月
に
は
信
濃
、
越
後
、
嘉
永
六
年
二
月
に
は

相
模
、
駿
河
、
伊
豆
、
三
河
、
遠
江
に
大
き
な
地
震
や
そ
れ
に
伴
う
海
嘯
が
あ
っ
て
、
次
に
来
る
安
政
大
変
災

の
前
駆
を
な
し
て
い
る
。

　
有
名
な
安
政
の
地
震
は
、
元
年
十
一
月
四
日
と
二
年
十
一
月
二
日
の
二
回
あ
っ
て
、
江
戸
に
大
被
害
を
蒙
ら
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し
た
の
は
二
年
の
地
震
で
あ
っ
た
。
安
政
に
は
既
に
元
年
六
月
十
五
日
に
な
っ
て
、
山
城
、
大
和
、
河
内
、
和

泉
、
摂
津
、
近
江
、
丹
波
、
紀
伊
、
尾
張
、
伊
賀
、
伊
勢
、
越
前
の
諸
国
に
わ
た
っ
て
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
。

　
十
一
月
四
日
の
地
震
は
、
そ
の
日
に
東
海
、
東
山
の
両
道
が
震
い
、
翌
日
に
な
っ
て
、
南
海
、
西
海
、
山
陽
、

山
陰
の
四
道
が
震
う
た
が
、
海
に
沿
う
た
国
に
は
海
嘯
が
あ
っ
た
。
こ
の
地
震
は
豊
後
海
峡
の
海
底
の
破
裂
に

原
因
が
あ
っ
て
、
四
国
と
九
州
が
大
災
害
を
被
っ
て
い
る
。

　
二
年
の
地
震
は
、
紀
伊
、
淡
路
、
阿
波
、
讃
岐
、
伊
予
、
土
佐
、
豊
前
、
豊
後
、
筑
前
、
筑
後
、
壱
岐
、
出

雲
、
石
見
、
播
磨
、
備
前
、
備
中
、
備
後
、
安
芸
、
周
防
、
長
門
、
摂
津
、
河
内
、
若
狭
、
越
前
、
近
江
、
美

濃
、
伊
勢
、
尾
張
、
伊
豆
一
帯
が
震
う
て
、
摂
津
、
紀
伊
、
播
磨
、
阿
波
、
土
佐
、
伊
豆
の
諸
国
に
は
海
嘯
が

あ
っ
た
が
、
こ
の
地
震
は
江
戸
の
地
震
と
言
わ
れ
る
だ
け
に
江
戸
が
非
常
に
ひ
ど
か
っ
た
。
武
江
年
表
に
は

「
十
二
月
細
雨
時
時
降
る
、
夜
に
至
り
て
雨
な
く
天
色
朦
朧
た
り
し
が
、
亥
の
二
点
大
地
俄
に
震
ふ
こ
と
甚
し

く
須
臾
に
し
て
大
厦
高
牆
を
顛
倒
し
倉
廩
を
破
壊
せ
し
め
、
剰
さ
へ
そ
の
頽
れ
た
る
家
家
よ
り
火
起
り
熾
に
燃

え
あ
が
り
て
、
黒
煙
天
を
翳
め
、
多
く
の
家
屋
資
財
を
焼
却
せ
り
」
と
言
っ
て
、
地
震
と
共
に
二
十
四
箇
所
か

ら
火
が
起
っ
て
惨
害
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
こ
と
を
書
い
て
あ
る
。
そ
の
焼
け
跡
は
長
さ
二
里
十
九
町
で
幅
が

二
町
余
で
あ
っ
た
。
変
死
人
は
七
千
人
。
こ
の
地
震
に
水
戸
の
藤
田
東
湖
と
戸
田
忠
太
夫
の
二
名
士
が
斃
れ
た
。

　
火
事
は
江
戸
の
花
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、
江
戸
時
代
に
は
地
震
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
火
事
が
あ
っ
た
。
享

保
五
年
三
月
に
も
同
九
年
二
月
に
も
、
寛
政
四
年
七
月
に
も
安
永
元
年
十
二
月
に
も
、
文
化
三
年
三
月
に
も
同

十
二
年
三
月
に
も
、
天
保
九
年
四
月
に
も
弘
化
元
年
正
月
に
も
、
同
三
年
十
二
月
に
も
慶
応
二
年
に
も
恐
ろ
し
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い
火
事
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
五
　
維
新
以
後
の
災
変

　
安
政
元
年
二
月
の
大
地
震
後
、
大
き
な
地
震
は
そ
の
年
の
十
月
と
三
年
の
十
月
に
江
戸
に
あ
っ
た
。
そ
し
て

安
政
三
年
七
月
に
は
渡
島
、
胆
振
に
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
海
嘯





が
あ
っ
た
。
同
四
年
閏
五
月
に
駿
河
、
相
模
、

武
蔵
、
同
年
七
月
に
伊
予
、
同
五
年
二
月
に
越
中
、
越
前
、
同
年
三
月
に
信
濃
、
松
代
、
同
六
年
に
武
蔵
の
槻

に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
江
戸
時
代
の
し
ん
が
り
を
し
て
い
る
。

　
明
治
で
は
五
年
二
月
に
浜
田
、
二
十
二
年
七
月
に
熊
本
、
二
十
四
年
十
月
に
濃
尾
、
二
十
七
年
六
月
に
東
京
、

同
年
十
月
に
庄
内
、
二
十
九
年
六
月
に
三
陸
、
同
年
八
月
に
陸
羽
、
三
十
九
年
三
月
に
台
湾
の
嘉
義
、
四
十
二

年
八
月
江
州
に
大
地
震
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
で
濃
尾
の
地
震
に
は
七
千
余
人
の
死
人
を
出
し
、
三
陸
の
海
嘯

に
は
二
万
余
の
死
人
を
出
し
た
。
大
正
に
な
っ
て
三
年
三
月
に
秋
田
の
仙
北
、
そ
れ
か
ら
今
回
の
十
二
年
九
月

一
日
の
関
東
の
大
地
震
で
、
そ
れ
に
は
約
十
万
の
犠
牲
者
と
約
五
十
万
の
家
屋
と
を
失
っ
た
。
允
恭
天
皇
以
来

平
均
三
年
半
に
一
回
の
大
地
震
に
逢
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
地
震
国
に
、
七
千
万
の
人
間
が
い
て
年
年
人
口
の

過
剰
に
苦
し
ん
で
い
る
と
は
嘘
の
よ
う
で
あ
る
。
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